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シリーズ４上第６回 くわしい解説

基本 1 (1)

たとえば「５４５２７」という数があったら，右の図の

ような位になっています。
くらい

左の５は右の５の何倍になるかを考えてみましょう。

右の５は百の位にあって，それを１０倍したのが千の位，

さらにそれを１０倍したのが万の位の５ですから，左の５は

右の５の１０倍の１０倍，つまり１００倍になります。

同じように考えて，１４．７１の場合，右の図のような位
くらい

になっていますから，

右の１は の位，それを１０倍したのが の位，さらに

それを１０倍したのが一の位，さらにそれを１０倍したのが

十の位ですから，左の１は右の１の１０倍の１０倍の１０倍，

つまり１０００倍になります。

基本 1 (2)

１ が２個で … ２

０.１ が５個で … ０.５

０.０１が７個で … ０.０７

２.５７

基本 1 (3)

もし，０.０１が ２個なら，０.０２ です。

０.０１が ７個なら，０.０７ です。

０.０１が１２個なら，０.１２ です。

０.０１が１０個なら，０.１ です。

この問題では，１ が ７個で … ７

０.０１が２５個で … ０.２５

７.２５
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シリーズ４上第６回 くわしい解説

基本 1 (4)

１
と０.１とは，同じです。

１０

１
よって， が４個集まった数というのは，０.１が４個集まった数のことですから，

１０

０.４ になります。

基本 1 (5)

１
と０.０１とは，同じです。

１００

１
よって， が３５個集まった数というのは，０.０１が３５個集まった数のこと

１００

ですから，０.３５ になります。

基本 1 (6)

右の図では，０から１までの間を１０個に分けて

います。

よって１目もりは，０.１です。

①は０から３目もり目を表しますから，０.３ になります。

右の図では，０から０.１までの間を１０個に分け

ています。

よって１目もりは，０.０１です。

②は０から０.０１ずつ５目もり目を表しますから，０.０５ になります。

③は０.１から，０.１１，０.１２，０.１３，……と進んでいって，０.０１ずつ８目も

り目を表しますから，０.１８ になります。

0 1

①

0 0.1 0.2

② ③
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シリーズ４上第６回 くわしい解説

基本 2

(1) ０.６ (2) ０.９ (3) ０.７８

＋ ０.２ － ０.４ ＋ ４.５０

０.８ ０.５ ５.２８

(4) ２.５５ (5) ７.４３ (6) １.３０ ←０をつけましょう。

－ １.８０ ＋ ４.９７ － ０.９２

０.７５ １２.４０ → １２.４ ０.３８

基本 3

(1) １ｍ＝１００cmですから，

ｍをcmにするときは，１００倍します。

１００倍というのは，小数点を２個ぶん右に動かすことです。

２.５の小数点を２個ぶん右に動かすと，２５ ．となります。

５と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，２.５ｍ＝２５０cmになります。

１
(2) １km＝１０００ｍですから，ｍをkmにするときは， にします。

１０００
１

４２００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

４２００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは４２００を４２００. のように，小数点を

つけてから，左に３個動かします。

よって，４２００ｍ＝４.２００km＝４.２km です。

(3) １kg＝１０００ｇ ですから，kgをｇにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

３.７の小数点を３個ぶん右に動かすと，３７ . となります。

７と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，３７００ｇ になります。

（次のページへ）

２.５ .

４２００..

３.７ .
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シリーズ４上第６回 くわしい解説

１
(4) １ｇ＝１０００mg ですから，mgをｇにするときは， にします。

１０００
１

６５００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

６５００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは６５００を６５００. のように，小数点を

つけてから，左に３個動かします。

よって，６５００mg＝６.５００ｇ＝６.５ｇです。

(5) １Ｌ＝１０dＬですから，ＬをdＬにするときは，１０倍します。

１０倍というのは，小数点を１個ぶん右に動かすことです。

０.５２の小数点を１個ぶん右に動かすと，５.２dＬになります

１
(6) １Ｌ＝１０００mＬですから，mＬをＬにするときは， にします。

１０００
１

４８０の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

４８０は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは４８０を４８０. のように，小数点を

つけてから左に３個動かします。

よって，４８０mＬ＝０.４８０Ｌ＝０.４８Ｌです。

(7) のところの単位は，kmになっています。

したがって，単位をkmに直してから計算します。

３.４kmは，単位がkmのままでＯＫですが，２８００ｍの方は，kmに直さなけれ

ばなりません。
１

１km＝１０００ｍですから，ｍをkmにするときは， にします。
１０００

１
２８００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。

１０００

２８００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは２８００を２８００. のように，小数点を

つけてから左に３個動かします。

よって，２８００ｍ＝２.８００km＝２.８kmです。

したがって，３.４km＋２８００ｍ＝３.４km＋２.８km＝６.２km になります。

（次のページへ）

６５００..

０.５２.

４８０..

２８００..
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シリーズ４上第６回 くわしい解説

(8) のところの単位は，ｇになっています。

したがって，単位をｇに直してから計算します。

１kg＝１０００ｇですから，kgをｇにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

０.２１の小数点を３個ぶん右に動かすと，２１ . になります。

１と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

すると，０.２１kgは，２１０ｇになります。

したがって，０.２１kg－１７０ｇ＝２１０ｇ－１７０ｇ＝４０ｇ になります。

(9) のところの単位は，dＬになっています。

したがって，単位をdＬに直してから計算します。

まず，４.３ＬをdＬに直します。

１Ｌ＝１０dＬ ですから，ＬをdＬにするときは，１０倍します。

１０倍というのは，小数点を１個ぶん右に動かすことです。

４.３の小数点を１個ぶん右に動かすと，４３. になります。

これは，４３のことです。

よって，４.３Ｌは，４３dＬになります。

次に，６５０mＬをdＬに直します。

１
１dＬ＝１００mＬですから，mＬをdＬにするときは， にします。

１００

１
６５０mＬの というのは，小数点を２個ぶん左に動かすことです。

１００

６５０は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは６５０を６５０. のように，小数点を

つけてから左に２個動かします。

よって，６５０mＬ＝６.５dＬ です。

これで，４.３Ｌは４３dＬになり，２５００mＬは２５dＬになりました。

したがって，４.３Ｌ－６５０mＬ＝４３dＬ－６.５dＬ＝３６.５dＬ になります。

０.２１ .

６５０..
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シリーズ４上第６回 くわしい解説

基本 4 (1)

(1)は，朝，昼，夜の牛乳の量の合計を，Ｌの単位で求める問題です。

朝は，３５０mＬです。１Ｌは１０００mＬですから，

３５０mＬは０.３５Ｌです。

昼は，１.８dＬです。１Ｌは１０dＬですから，

１.８dＬは０.１８Ｌです。

夜は，３２０mＬです。１Ｌは１０００mＬですから，

３２０mＬは０.３２Ｌです。

よって，朝と昼と夜の合計は，０.３５＋０.１８＋０.３２＝０.８５（Ｌ）です。

基本 4 (2)

牛乳は１.５Ｌありました。 １.５０

(1)で求めたように，０.８５Ｌを飲みました。 － ０.８５

残っている牛乳は，１.５－０.８５＝０.６５（Ｌ）です。 ０.６５

３５０.

１.８.

３２０.
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シリーズ４上第６回 くわしい解説

練習 1 (1)

１.６から１.７まで，１.７から１.８までは，

０.１はなれています。

０.１の中に，１０目もりぶんあるので，

１目もりは，０.０１ になります。

アは，１.６のところから３目もりぶん

右にあります。

１目もりは０.０１ですから，３目もりは，

０.０３ です。

アは，１.６よりも０.０３大きいのですから，１.６３ になります。

練習 1 (2)

イからウまでは８目もりあります。

(1)で求めたように，１目もりは０.０１

ですから，８目もりは，０.０８です。

イとウの数を求めてから，差を求める方法もあります。

イは１.６よりも８目もりぶん大きいので，０.０８大きいことになり，１.６８です。

ウは１.７よりも６目もりぶん大きいので，０.０６大きいことになり，１.７６です。

よって，イとウの差は，１.７６－１.６８＝０.０８ です。

1.6 1.7 1.8

ア イ ウ

0.1 0.1

1.6 1.7 1.8

ア イ ウ

0.1 0.1

0.03

1.6 1.7 1.8

ア イ ウ

8目もり
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練習 2

まず，８００ｍをkmの単位に直しましょう。

１kmは１０００ｍですから，

８００ｍは０.８kmです。

よって，問題の内容を図にすると，

右図のようになります。

郵便局から駅までは，

２－０.８＝１.２（km）になります。

公園から郵便局までは，

１.３－１.２＝０.１（km）になります。

太 駅郵公

2km

0.8km 1.3km

８００.

太 駅郵公

2km

0.8km 1.3km

1.2km？
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練習 3 (1)

問題文に書いてある単位を，すべてＬの単位に直してから計算します。

１Ｌ＝１０dＬ ですから，８dＬは０.８Ｌです。

１Ｌ＝１０００mＬですから，６５０mＬは０.６５Ｌです。

では，問題の内容を表にして，考えていきましょう。

まず，Ａには水が２.４Ｌ入っていました。

ＡからＢに０.８Ｌをうつしました。

このとき，Ａは０.８Ｌ減って，

Ｂは０.８Ｌ増えます。

Ｃは変わりません。

次に，ＢからＣに０.６５Ｌをうつしました。

このとき，Ｂは０.６５Ｌ減って，

Ｃは０.６５Ｌ増えます。

Ａは変わりません。

Ａは，はじめ２.４Ｌありましたが，

０.８Ｌ減って，そのあと変わらなかったことに

なりますから，Ａは，２.４－０.８＝１.６（Ｌ）に

なりました。

.８.

６５０..

Ａ Ｂ Ｃ

2.4

↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓

Ａ Ｂ Ｃ

2.4

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.8 ＋0.8

Ａ Ｂ Ｃ

2.4

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.8 ＋0.8

－0.65同じ ＋0.65
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練習 3 (2)

(1)でわかったことを書きこむと，右の表の

ようになります。

Ａ，Ｂ，Ｃの水の量は，やりとりしたあとに

同じになりました。

よって，Ｂは，はじめの水の量から０.８Ｌ増えて，

０.６５Ｌ減って，その結果，１.６Ｌになりました。

０.６５Ｌ減る前は，１.６＋０.６５＝２.２５（Ｌ）

でした。

０.８Ｌ増える前は，２.２５－０.８＝１.４５（Ｌ）

でした。

よって，はじめのＢは，１.４５Ｌでした。

１Ｌ＝１０００mＬですから，

１.４５Ｌは，１４５０mＬです。

Ａ Ｂ Ｃ

2.4

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.8 ＋0.8

－0.65同じ ＋0.65

1.6

1.6

Ａ Ｂ Ｃ

2.4

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.8 ＋0.8

－0.65同じ ＋0.65

1.6

1.6 1.6 1.6

同じ

１.４５ .
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練習 4 (1)

たとえば よりも の方が大きいように，小数点はなるべく

右にあった方が，大きい数になります。

でも， のように，小数点がいちばん右にあるようなならべ方はできない

ので，なるべく大きい数にするためには，小数点を， のように，右から

２番目にならべることになります。

残っているカードは ですが，大きい数字をなるべく左にならべた方が，

数としても大きくなるので， としたいのですが，このようなならべ方は

できないので，しかたなく と を逆にして， とします。

よって正解は，７０.３になります。

練習 4 (2)

作ることのできる小数のうち，一番大きい小数は，(1)で作った７０.３です。

あとは，一番小さい小数を作って，差を求めればよいことになります。

一番小さい小数を作るためには，小数点をなるべく左にならべた方がよいのですが，

というならべ方はできないので，しかたなく というならべ方

にします。

残っているカードは ですが，小さい数字をなるべく左にならべた方が，

数としても小さくなるので， とします。

よって，一番小さい小数は，０.３７です。

一番大きい小数は７０.３で，一番小さい小数は０.３７ですか ７０.３０

ら，その差は，７０.３－０.３７＝６９.９３ になります。 － ０.３７

６９.９３

７３ ．０ ７ ．３ ０

７ ．３ ０
．

７０ ３

７ ３ ０．

３ ０ ３７ ．０

． ．

７０ ３

． ７０ ３
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練習 5 (1)

表を見ると，２個目のアメ玉には，「－１.２ｇ」と書いてありました。

これは，１５ｇを基準として，１５ｇよりも１.２ｇ軽いことを表します。

よって，１５－１.２＝１３.８（ｇ）になります。

練習 5 (2)

表を見ると，最も重いアメ玉は，「＋３.３ｇ」と書いてある４個目のアメ玉です。

最も軽いアメ玉は，「－１.６ｇ」と書いてある５個目のアメ玉です。

下の方ほど重く，上の方ほど軽い線分図で表すと，

右の図のようになります。

最も重いアメ玉と最も軽いアメ玉の差は，

１.６＋３.３＝４.９（ｇ）になります。

基準
1.6ｇ

3.3ｇ

最も重い

最も軽い

差


